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Day2 [ SMKLプロジェクト、CLiC ]

CLiC活動紹介

2021年11月17日（水）15:20～15:40

伊藤 章雄

（CLIC主査/ FDT GROUP本部/横河電機（株））



制御層情報連携意見交換会(CLiC)とは
～活動概要～

◆ 活動方針
 制御層における情報連携の有効性の確認

 新規技術項目の創出と標準化の提案

◆ CLiCの構成
 １）シーズ分科会

✓ ユースケースに対する各団体仕様の活用検討と関係技術のスタディ
（他の仕様も含め）

✓ 日本の標準化団体の国際的なプレゼンスの向上

✓ 所属団体：日本OPC協議会，PLCopen Japan，FDTグループ日本支部

 ２）KPI分科会

✓ KPI運用に関する課題抽出と対策検討を行う。SMKLプロジェクトとの連
絡を行う
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制御層情報連携意見交換会(CLiC)とは
～ CLiCの取り組みについて（検討範囲） ～

SCADAによる可視化 MBSE
(Model-Based System Engineering)
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※KPI: 重要経営管理指標
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SCADAなどで見える化

ISA95 Part3-4（KPI参照）

レベル０～２の情報

情報の
ギャップ

目的：より効率的で正確な事業経営を実現

Input情報 Output情報

現場活動のPDCA

①生産システムに於ける

KPI (ISO22400)
の活用検討

※KEI:KPI Element Information

②IT屋と-生産現場間(OT)の

情報のギャップを埋める
KEIモデルの提案

③国際標準技術との連携に

よる効率化＆グローバル対応
（OPC, PLCopen, 
FDT,Automation ML）

④製造現場のIoT化／

みえる化を推進する
SMKL指標の検討

現場の継続的
な改善活動で
情報が変化
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制御層情報連携意見交換会(CLiC)とは
～ CLiCの取り組みについて（検討項目）～



制御層情報連携意見交換会(CLiC)とは
～ KPIを効果的に活用するための情報モデルKEI Model ～

◆ KEI Modelとは？ （KPI Element Information Modelの略）
 IAFが提案
✓ 製造現場側(OT)が作る情報モデルを、IT側へ提供し情報ギャップを解消！

✓ 予実管理
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産業用KPIはISO 22400に定義されている
例) Worker efficiency=APWT/APAT

データは工場に存在する。
しかし、どのデータを使えばよいかを

KEI Modelで規定する事を提案！

Time1                                                                                                  Time2APWT

Time3                                                               Time4APAT No work time

Thus APWT and APAT should be defined like as follows

Time1 = “the start time in the person’s time card” (4)

Time2 = “the end time in the person’s time card” (5)

Time3 = “the time he/she comes to his/her equipment” (6)

Time4 = “the time he/she leaves from his/her equipment (7)

Information model defined in ISO 22400

KPI:
Y=f(Xp, Xa)

Xp'

Control 
Domain

data(actual): 
Xa'

Element
（plan）: 
Xp=fp(Xp')

Element
（actual）:
Xa=fa(Xa')

Data obtained from
control domain

BOM
/BOP

Order

Control 
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data(Plan): 

KEI Model

IT
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課題：Elements以下の定義がない
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制御層情報連携意見交換会(CLiC)とは
～2021年活動～

◆ 2021年のCLiC活動
CLiCとしてIIFES2022に出展し、KPIプロモーションの実証デモを

SMKLプロジェクトと連携して実施する

 IIFES2019で実施した連携を継続
✓ ダッソー、三菱電機、オムロン、標準化団体（Edgecross、OPC、PLCopen, 

FDT）

 IIFES2022から新規に連携を検討
✓ 早稲田大学IONL(Industrial Open  Network Laboratory）

✓ IAFのKPI脱炭素・資源循環実績データを活用した「製造ラインデータの
国際間流通実証」を実施

✓ 北九州工業高等専門学校

✓生産システムの全体最適に関する次世代育成カリキュラム充実の観
点で、工作機械等の接続を実施
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2021年の活動（CLiC全体）
～ IIFES2022におけるKPIプロモーションの実証デモ～

◆ KPI運用とKPIをベースとしたSMKLの普及啓蒙を訴求
 KPIを活用した実績の把握・分析・最適化

 SMKLの習熟度レベルに合わせたデモンストレーションを実施

◆ 標準化技術の活用を訴求
 OPC, PLCopen, FDT, AML , Edgecross技術の活用をアピールする。

 標準化技術の統合でエンジニアリング効率が向上し、エンドユーザのモノ
づくりが向上するイメージを訴求

2019/3/6-9
IAF ( Industrial Automation Forum )
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IIFES2022におけるKPIプロモーションの実証デモ
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IIFES2022におけるKPIプロモーションの実証デモ
～システム構成（案） ～

◆ KPI (ISO22400)としての脱炭素情報をKEIモデルとし実装し、それを
見える化するSMKL指標を提案。PA分野でFDTと連携展示
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工場・プラントの模擬環境

FA／KPI実証実験設備
組立・機械産業（部品・最終製品）

PA／KPI実証実験設備
化学・石油産業 (素材原料)

DCSPLC

FITS
（OPC UAサーバ）

MESシステム

ERPシステム

各種PA用センサー各種FA用センサー

SMKL Project、
MBSE WG

クラウド

Edgecross
（マネージメントシェル：

OPC UAサーバ）

プロセス
データサーバ

（OPC UAサーバ）

CLiC



IIFES2022におけるKPIプロモーションの実証デモ
～ IIFES2022展示ブース～
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• 期日：2022年1月26日―28日

• 場所：
東京ビッグサイト西１F
IAFとFDTグループの連結ブース

• IAF実証システム展示を実施



2021年の活動（① シーズ分科会）

◆ 国際標準（OPC UA､FDT、PLCopen)を活用するユースケースの
創出及び関連技術（Automation ML）の調査検討
1) KEI MODELに有効なユースケースの提案
✓ ・ネットワークプロファイルのKPI定義によるKPI計算効率化

2) KPI情報取得に関する各団体技術（プロファイル、FBなど）
の活用検討
✓ ・プロファイル、Automation ML のスタディ
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2021年の活動（①シーズ分科会）
～国際標準規格の活用～

◆ 実装と伝達手段は国際標準化技術を用いて効率的に実現す
ることが望ましい。
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KPI算出のためのシステム

KEI Model
(KPI Element Information Model)

KEI ModelをOPC UA
の情報モデルとして定義

OPC UA Companion
Standardの活用

PLCopen®

（IEC 61131-3）

FDT®  

(IEC62453/IS  
A-103)

OPC UA(IEC62541)
Automation ML
(IEC62714)



2021年の活動（②KPI分科会）

◆ ＫＰＩ実運用に向けたKEI(KPI Element Information) Modelの検証及びＫＰＩシ
ステム構築に関する国際標準技術の実適用に関し検討する。

◆ SMKLプロジェクトの窓口としての作業を行う。
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以上

Industrial Automation Forum(IAF)
制御層情報連携意見交換会(CLiC)
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